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　ただし，9月までは貯鉱の梯出である。

　　　　　8．結　　．語
本鉱山は，鉱体が3つそれぞれ略々耶往にレンズ状に

存：在し，1坑，2攻および2坑中段ぞは，相当探鉱ざれてい

るが，稼行対象となる第1および第2鉱体，特に後者が大

切坑地並におし｛て把握されていない。現在の大切坑の方

向を梢々北にふらせて，2坑中段No，40附近の下を通

り引立に向う坑道で探鉱することが望ましい。

　また低品位の部分が多いし，手邊による晶位の向上は

ある程度までしか期待できないので，簡軍な機選設備で

晶位を上げねばならない。

本鉱床は銅分の少ない硫化鉄鉱床であるが，地質状況

より見て，鉱区内に吉本鉱山で見られるよう．な暦状含銅

硫化鉄鉱床が存在する可能性が大きい。’

　　　　　　　　　　（昭和24年12月調査）
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　　　　　　　R6sum6
GeologyanαTungstenDeposito歪Tak創tori，

　　　1Mine，Ibaragi　Prefecture，

　　　　　　　　by’

　　　K．Klikuchi＆K：．Tokukura．

　　The　writers　de3cribe　in　this　report

about　the　geology　an（i　the　tungsten　deposit

，of　Takatori　Mine，which　surveyed　during

March，1951．

　　Th㊦contents　of　this　reports　are　as　fo1・
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　＊鑛床部

撫　不報告には次の附図があるが，その内⑫印ぱ都合により印刷を省

　　略するo御希望の方は報告者に申越下されば青窯眞にて蓬付しま

　　す。　一

　⑲第1図、翠城縣高取鐵11オ位置図（132001000）

1．緒 目

　昭和26年3月，約1ヵ月に亘つて茨城県高取鉱山の璽石1

鉱床ならびに附近の地質調査を実施したので，その結果

’を報告する。なお徳藏勝治は主として地形測量を担当し

た。調査の目的は主として採・試掘鉱区内の地表地質図の

作成にあく）たが，坑内においては一→部の断層と富鉱体と・

の関係に関して調査した。調査に当り，種々便宜を計られ

た荒川鉱業株式会薩本赴ならびk高取鉱山長新田幸雄氏

・同鉱山中居照勝氏に深甚の謝意を表するbなお太準鉱

業株式会融より下記3報交を参照する事を許された。併

せて謝意を表する。

木原二批書高取鉱山調査報交（1919）

第2図高取鑛山選鑛系統図

㊥第3図茨城縣高取鑛山附近地質図（1＝50・000）

⑫第4図茨城縣高取鑛山地形および地質鑛床図（1：5，000）

第5図　三1三要鑛豚概念匿く1

第6図母岩の走向と主要鑛豚との關係図

第7図1型断厨模式李面図

第8図II型断層模式黍面図

第9図　III型［劃貿膏模式勾声面1雲1
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茨城県高取鉱山重石鉱床調査報告（菊池徹・徳藏勝治）

　三宅輝海：高取鉱山調査報告（1948）、

　与良三男：高取鉱山調査報告（1950）

　　（共に手記，大李鉢業株式会杜本斌に麦，り）

　　　　2．位置および交通
　高取鉱山1）’の鉱床は茨城県西茨城郡七会村および東茨．

城郡岩船村にまたがり，水戸市ρ西北約30km余の所に在

る。常磐線赤塚駅より茨城鉄道にて石塚駅まで約16km，

石塚駅より鉱山までトラツクにて約12km。また水戸線

笠聞駅よりトラックにて約20kmで鉱山に達するが，前

者の方が便利である，。

　　　　　3．沿一　革
　当鉱山の歴史は比較的古く，錫鉱としては佐竹藩・永

戸藩時代より稼行せられたが，明治41年東京の人，池内

聰二郎・金沢万吉郎等が重石露頭を発見し，高取鉱山と

称し，重石の採掘に從事したo同44年小池国三譲iり受け，

さらに同年12月三菱合資会肚が買牧した。大正7年三菱

鉱業株式会批に移妨爾來坑内外の施設奪敦善して，大

いに増産につとめたが，第一次欧洲大戦後の不況と鉱況

の木振により，大正10年頃美り休山し，以後昭和18年ま

・でには，大正14年より昭和5年まで5年聞稼行ざれたに

1すぎない6昭和19年以降，小規模に稼行を開始し，太準

洋戦争終戦後も引続いて細々と出鉱している。昭和25年

4月太季鉱業株式会肚肇足に伴い同肚に移り，同年8月

1日荒川鉱業株式会肚に譲渡ざれ今日に至る。

「『

　　　　4．生産実績および現祝、
過去の生産実績は次表の通り。

　　 第1表高取鉱山重石鉱生産高表

年　次

1915＾一1917

・1918～1925

1926～1930
1931～1943
　1944
　1945
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　1947
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1951，2月
1951，3月

計
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・鉱業権者：荒川鉱業株式会融2）

、鉱区番号：茨城採登第66号　734，000坪

　　　〃試登第2145号837，500坪

　　　〃　〃第2147号410，800坪－

74
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第2図高取鑛山選鑛系統図（策上ゲ）
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地質調査所月報・（第2巻第9号）

　現在人員は鉱山長以下38名にて，その内訳は次の通

りである。

職則坑内夫瞬夷坑外難夫隔

璽帳）廟癬畢女
1『

3 ・5「4r2gi5138
採鉱ほ手掘にて行われ，切弱は数ヵ所にある。

　　　　　　ザルア
邊鉱はいわゆる「策上げ」と呼ばれる方法で行われてお

り，・粗鉱65t／mを処理し3），精鉱4）1．2t／mを生産して

いる。邊鉱系統は比較的複難であうので，その系統図を

第2図に示す。

　　　　　　5．地　 　質
　鉱山附近の地質は主として砂岩・粘板岩およびチヤー

トであり，これらの岩石は高取系と呼ばれて時代末詳の

古生暦と考えられている・また秩父古生層に対比ざれる

ものともいわれている。鉱山附近の全般的な地質を第3

図に示した。

　この区域を通じて最もよく発達している地暦は』上記

高取系であり，ほかの堆積岩としては，第三紀暦が僅かに

東北部の周辺に分布しているにすぎない。火成岩は南部

笠聞・稻田地方および東北部岩船附近の花崩岩，ならび
　　　　　　　　　　　　　　モテギに同岩船附近の閃線岩があり，別に西北端茂木町附近1ご．

は安山岩が露出している。

これらの各々について略述すれぼ，

　a）高取系
　主として砂岩層・粘板岩層およびチヤート層で）一部

に友色の石友岩を挾在する。

　砂岩は友色乃至暗緑色ぞあり，主として石英および長

石粒より成る・硬質緻密の粗粒砂岩を主とする暦と，比較

的軟質糧懸の粗粒砂岩を主とする暦との2種があり，後

者が高取鉱山の重石鉱床と関係を持づている。これらの

砂岩暦にはしぱしば粘板岩およがチヤートを挾有する。

　粘板岩は色は荻色・．暗友色乃至黒色の系統のものと，

線色系のものおよび赤色系のものと力賎，る。また頁岩朕

のものもあり，粘板岩とは漸移する。赤色頁岩質のものは，

その走向方向において赤色チヤートに移化する事が麦，る。

　チヤートは赤色および，次色乃至線友色で，極めて堅

密硬質なるものが多い。相川・檜山・徳藏あるいは倉見

方面に分布するチヤート層中には満俺鉱を産する事が麦、

る。またチヤート暦の一部には炉材珪石として使用しう

ると思われるものが麦、る0

　4般走向SW－NEを有し300乃至80。Nに傾斜す
る。構造的には後述するように各所に数多くの衝上断暦

　3）上鑛wo3＆o％30し／m，丁鑛wo30．8％35t／mという・

　3）WO3・74％

（thrust）が麦，るようて波）るo

　b）第三系
　第三系は本地区の東部周辺ゼ麦、る観世音・錫高野およ

び勝見沢方面に僅かに分布し，高取系の上に不整合にの

る。一般走向は高取系と略汝等しいが，傾斜は主として

200Sである。主な岩石は凝友岩・凝次質砂岩および頁岩

でおる。岩船その他の凝次岩嫉「岩船石」と称して石材

として切出されており，錫高野附近の頁岩中にば亜炭の　［

薄履を擁んでいる。

　c）火成岩
　花崩岩・閃線岩および安山岩がある。花簡岩ば南部笠￥

聞・稻田5）方面および東北部岩船地方に分布し，岩船地

方ぞは閃線岩に漸移する。

　茂木町附近の安山岩は輝石安山岩であり，上記爾火成

一岩よりも新しい時代のものと考えられる。　・、

　　　　　　6．鉱　　　床一

轟取鉱山およびその附近の重石・錫・銅その他の鉱床は

上述高取系中の裂罐を充填した石英脈に伴うもの，およ

びその二次的生成物である砂鉱の2種に分けられるが，

從來前者は主として重石を対象として稼行され，後者は

主に錫を対象として稼行せられた。今回の調査は主に前

，者を周的とし，砂鉱床については本報告ではふれない。

高取鉱山鉱区内の地質図を第4図に示す。

　これらの地質および岩石については，すでに述べた通

　りであるが，特に第4図において，粘板岩およびチヤー

　トならびに砂岩のあるものは雁行朕（echelon）に分布し，

数多くの衝上構造（thmst）の存在を暗示されるが，地

表ぞはその断暦面を発見する事はできなかつた。

　鉱床は一般に砂岩・粘板岩中において良好となり，rチ

ヤート中にては狭少となり分敵潰失する。

　鉱床の季部は幅012m乃至0・8mぞあり，時に2m以上

にも発達する場含もある・主として乳白色粗粒結晶質の

石英より成り，普通直径0，5㎝乃至5㎝の結晶質石

英（水晶および石英粒がある）を産するが，時には直

径15cm以上に達するものもある。

　WO3の脈内李均品位6）は通常1．0％以下と考えられ

るが，富鉱部では5乃至⑳％ぞあり。時には20％を超え

る部分も見られる。ただし大部分の脈は石英のみである。

一般に重石の含有は脈石英の結晶粒が大きく，堅硬な脈

および結晶粒が細かく，堅硬なものには比較的少なく，

結晶粒0，5cm～2¢m前後であり，比較的もろい石英脈に

多いようぞある。

　鉱脈はその傾斜の緩急により「縦樋」および「横鎚Jの

5）　「稻田御影」と構して二石材として有名である0

6）卒均品位およびその測定法に關しては，目下試料分析中であり，そ

　の結果の判明次第別に報告するg

8・一（窪18）



茨城県高取鉱山重石鉱床調査報告（菊池徹・徳藏勝治）

2種に分けられる。「縦騨」とよ、ばれ、るものは700以上の

傾斜を有しシ本鉱床の主体をなす。代表的なものは「一

番樋」　「三番猶」および「七番騒」の3本ゼ，走向N550

～60。W　g準行脈であるP「一番鑓」および「三番鱒」の

東上部は鉱脈錯綜し，「相の沢地区」と呼ばれる・「七

番樋」ぞは中央部で，断暦による喰い違いがあるgこれ

ら3脈の概念図を第5図に示すρ共に通洞準以下はほと

んど開発されていない。

鉱区内における母岩の走向と鉱脈の関係に関して次の

事項を観察した。すなわち第6図に模式的に現わした如

く，母岩の走向がNS乃至N200Eから，EW乃至N800W

一審鑓

　　三審鍾

七審舳

相の沢

嵐／『、

〆 通

淵

第5図主要鑛脈概一念図

主孕蜘の走向

　’
　プ
　！　　　　　！駈86w一
ノ　　　　　　　　　　ヘヒ　
ノ　　／鯛。緬

1　／［
ヨ

1〆

鞘ぐ
一怖0㌧600VV

〆 ドで

1　＼　曳

　へ　　＼〃5卿厄主奪断弓9
　＼走向　　＼
　　～
　　、

　「横鱒」は450以下の傾斜の鉱脈であり，東上部にあ
　　　　　　　　アガボヅケるが，代表的なものは「赤木毛」鉱床に麦，つたという。

「赤木毛」鉱床は本鉱床の西南にあり，大正初年以來廃

坑になつて，調査当時は入坑不可能ゼあつた。

　鉱脈構成鉱物として，從來報告されたものは次の通り

である。

　（金属鉱物）鉄満俺重石・錫石・黄銅鉱・黄鉄鉱・硫

砒鉄鉱・黄錫鉱・白鉄鉱・斑銅鉱・磁硫鉄鉱・方鋸鉱。

　（脈石）石英・リシヤ雲母・黄玉・螢石・方解石，

　この中主なもゐは石英および鉄満俺重石七ある。

　　　　　　7．母　　　岩
　母岩ぱ既述の通り，砂岩・粘板岩およびチヤートである。

砂岩および粘板岩は鉱脈に接する部分では赤紫褐色を帯

び，遠ざかるに從つて，本來の友色乃至線色系の色調に

かえる・それらの鉱脈に擦して変色したものの中には，

顕微鏡的に螢石および電気石等の存在が報ぜられて7）い

る。これら電気石化あるいは螢石化等高温性鉱化作用に

よる母岩の変質以外には，特に変質は見られない。

　7）　　オく原二二肚：前出

第6図　母岩の走向と主要鑛豚との關係図

に変化する際，走向の急変する地点で，その走向に垂直な

方向に有勢な鉱脈が略々李行して入つてくる。これは母

岩が大きく擁曲する点において，その走向に直角に大き

〆

魍撒皿雌Iil剛

1辮瀞灘

111

賓鉱部　3
　　㌧、　　塾

浄

　皿皿母君

圏石獅鋸
　　璽乃鉱騒翻繭獄

第7図1型断属模式年面図

（菊烈捌）
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地質調査所月報（第2巻第9号う

な裂罐が生じ，それが鉱脈になつていると考えられる6

　　　　　8．断　　　層
地表において断暦を発見する事は困難であるが，坑内

においては多くの断暦が発達し，’そのために鉱脈が寸断

されている。從つて当鉱床において断暦の性質を明らか

にする事は，P脈の位置および品位の変化の探査に重要性

を持つているo
　　　　　　　　ギワ　ナオ1当鉱山ゼは古くから「断麿際で直る」といわれてきて

い為との事であるが，事実断暦に接した部分でタングス

テンの含有率が極めて高くなるのが観察された。すなわ

ち鉱脈が断暦に会する部分では脈幅に愛1宴はない魁タ

ングステンの含有が突然多くなり，富鉱部を形成してい

る。この事実を考慮して，坑内におけるこれら数多くの

断暦を，1・IIおよびIII　i型の3i型に分類する事がぞき

る。すなわち上記「直ら」に最も関係あるものを1型，、

少し関係あるものをII型，全く関係ない断暦をIII．型’と

した。1およびII型1は共に鉱脈成生前の断暦であり，III

型は鉱脈成生後のものと考える・これら3型の諸性質を

比較して第2表にか瓦げるo

第2表断暦分類表

　　サ「直り」との関係

走 向

傾 斜

正 逆

粘 土

角礫あるいは破砕帯

粘土あるいは角礫帯の厚さ

鏡 肌

・水耶移動量

頻．　　度

鉱脈成生より前か後か

解”　説

・参照附図

I　i型、 II 型　1 III　型

極一め．て大 小

舞sv孫餌のか「
無 し

・EW系統のものが多い

垂直乃至急傾S落しのも
のが多い

逆断暦が多い

有　り

無　し

数cm乃至数10cm

有るものが多い

1m乃至数m，まれに30m
乃至40m
大（大部分のものがこ
れに属す．

前

不 定

109乃至400緩傾NW落
しのものが多い 不 定

正断層が多い 不　　　　定

極めて少し有り 少　し　有　り

有り 少し有るものもある

数cm乃至数m

無し

数m乃至30m

数cm以下

有、るものも麦）る

数m前後あるいはそれ以下

中

P前

扇小（極め趣にしかな互

後

富鉱体の存在と密接な関　地質構造的には3者の内　地質的には意義の小ざし｛鉱脈
係を有するため，採鉱上　て最も大きい意義を有し　成生後の輩なる「ズレ」で麦，
大きな意義を持つている。鉱床の構造を大きく支配1り，断層内の「ビリ」を追つ
断暦内には粘土が極めて　する。断暦角礫あるいは　かけて探鉱すればよい。余り
緻密に満されており，そ　破砕帯の塞隙を充墳して　大きなものは無い。
の中1麦，るいは鏡肌面に　，不規則な形ゼ石英脈
沼つて，かすかに　「ビ　（粉朕石英が多い）が入
リ」の如く石英脈が走る・り，鉱石を伴つて稼行に，
。鉱脈はこの断暦の西側　耐える品位を有する部分
で富鉱体を形成する場合・もかなりある。だが本來ド
が多く，東側は貧鉱とな　の鉱脈と異り，不規則で
る傾向を持つ。西側より　あり，叉破砕幣中なめゼ，
東向に掘進して富鉱を過　坑道保持が困難ぞある。
ぎ・この断暦に當ると石　これは本來の鉱脈ど混同，
英脈は左右爾盤の粘土　ざれて多解訳に苦しむよ
中，あるいは断暦を破っ　うな複雑な構造を呈する1
て，正面の母岩中にしみ　ので，注意深くその爾者・
込んている・一見III型　を区別する必要がある・　1
と聞違いやすいのて注意。掘進中これに当れば鉱脈
　　　　　　　　は破砕帯中に四散し，し、
　　　　　　　　ばしばその一一部が富鉱体，
　　　　　　　　となる傾向が麦）るo

第7図 第8図 第9図
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、ll㌧　身・

第8図II型断窟模式奉面図

るものと考えられるqまた諸鉱物0会布，鉱脈の形態，・

富鉱部がは1型断暦の西盤に多い事等よわ考えて，鉱化

作用の源は西方下部にあつたと考えられる。1，型および

II型断贋は鉱脈成生前のものゼ凌，り，裂罐に漕つて東上

方向に向つて上昇してきた鉱液（またはガス）が断暦に

当つて，そこにタングステンを晶出せしめ，富鉱部を作

つたものと考えるo

〆

＼
，轍

㎜硯
団石躯劉
麟磯・歎

　　　　　　　　　　　　　　備災ノ9∫り
　　　　第9図III型漸窟模式奉面図
これら断暦の諸性質は探鉱上利用しうべき点が多いと考

えられる。なお探鉱については後述する。

　　　　　9．鉱床の生因
錫およびタングステンの鉱床は花繍岩質の酸性深成岩

と密接なる関係を持つていると噴般に考えられているが，『

当鉱山附近には，それ挙火成岩の露出峠見られなく，鉱

山の東北方約5kmの岩船に，花嵩岩および閃緑岩が，

また，鉱山の南方約15kmの笠間・稻田附近には花嵐

岩が広く分布しているo鉱山附近では本鉱床と直接これ

の岩石との関係を考える根嫁はない。

当鉱床に随伴する諸鉱物は醜に列挙した通りであるが，

これらより見ると，本鉱床がいわゆる高温性鉱床に属す

　　　　　10．探鉱に．ついて
古くから露頭「ヤケ」と思われる所は，ことごとく無

数に開坑し，探鉱しているが，大きめ鉱床は発見してい

ないようぞ麦、る。今後は，地質精査・物理探鉱あるいは

試錐等によつて，いわゆる⇒1ind　oreの探査に力を注が’

なければならないo

今回の調査の結果，blind　oreの存在可能と考えられ

る地点を列挙すれば，次の通りである（第4図参照）。

（1）　観音堂西方200～300mの砂岩分布湿地帯の下部。

（2）　赤木毛坑北下部6

（3）　大正鉱山跡および岩谷鉱山跡を？なぐ線の下部。

　これら可能地帯の探査に対して，さし当つて行うべき

方法は次の通り。

（ユ）　に対しては，地表よりの斜試錐，あるいは本坑内

，にて最西部より西方岱の水李試錐，または坑道掘進等

が考えられる。

（2）に対しては，赤木毛通洞の取開けと，赤木毛坑内

　よりの探鉱。

（3）　に対しては，電気探鉱・斜試錐あるいは錆入れ探

鉱坑道の開坑等が考えられる。

本坑内の「直り」の探査に関しては，さらに精密な坑

内精査により，既述の「断暦と直りの関係」について一

暦精密な結論を出す事が望ましいが，今回¢）調査によつ

ては次の事が考えられる。

（1）　東下部はチヤート地帯1と入るのぞ，有望な鉱脈の

存在ほ望み、うすい。

（2〉東上部，すなわち「相の沢地区」は残鉱掘り，が主

　となり，若干の鉱量は望みうるも，採鉱按術上難点が

多いであろう。

（3）　中央部は饒述IPi型およびII型断暦の交叉する地

区ゼ，構造は複雄ぞあるが，部分的に「直り」の多い

所で麦、る。故に特にこの地区に関しては，断層の性質

　を研究し，Ii型断暦ゼはその西側，II型断暦ぞはその

破砕幣の内部にあると考えられる，富鉱体に注意しな

けれぼならない。

（4）西部ならびにさらにその西方は，石英脹の発達・

著しく，未知の地域である。1この部秀は上述観音堂西

方下部の探鉱にも関係するので，西方への鍵押し掘進

は欠くべからざるものであろう。
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（5）現在の通洞準以下の未開発部分は，なお石英脈の

蓬続を見込まれる。昂位についても，断暦と富鉱体の

位置の関係など考えて，中央部下部では，なお現在程

度の品位は続くものと考えられる・

　　　　　　　11．縮　　　　言

以上を要約すれば，『
　　　　　　　　　　　　　　　　バ
（1）茨城県高取鉱山の鉱床は，古生暦の砂岩および粘

板岩の裂罐を充填した高温性の石英脈に伴うタングス

テシ鉱床で麦）るo

（2）タングステン鉱物峠」その大部分が鉄満俺重石で

ある。

（3）將來坑外探鉱ほ主としてblind　ore（露頭のない

鉱床）を目標とし，坑内探鉱には，断暦と富鉱体の関

係を研究する必要がある。

　　　　　　　　　　　　（昭和26年3月調査）
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